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"Like a Rolling Stone"再考
―A Glimpse through The Waste Land―
三 浦 久
"LikeaRolingStone"については,多くの Dylan研究家が取り上げ,
様々な解釈がなされてきたが,それが彼の最高傑作の一つであるという点につ
いては異論がないようである｡StevenGoldberg は, "(It)isprobablyl
Dylan'sfinestsongandmostquintessentialwork."と言い,Anthony
2
Scadutoは,"ItisstilprobablythebestsongDylanhaseverdone."と
3
述べている｡Dylan自身,"RolingStone'sthebestsongIwrote-･"と語っ
ている｡筆者もかつて 『ユリイカ』ボブ･ディラン特集号における ｢エデンの
園への回帰｣と題する拙文で,"LikeaRolingStone"に僅かながら言及
し,臨済の言う ｢-無位の真人｣という立場からこの作品を解釈したことがあ
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る｡その結論に於ては大幅な違いはないが,この小論に於ては T.S.Eliot
のTheWasteLandとの比較を通して,いくつかの新しい視点を示してみた
いと思う｡
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1965年 8月30E]Dylanは"LikeaRolingStone"を含むHighway61
Reuisitedというalbumを発表した｡ この作品が与えた衝撃の大きさはPhil
Ochsの次の言葉に最も良く表わされている- "Everysucceedingalbum
toHighway61,Ihadanincreasinglotofsecretfear:'Oh,myGod,
Whatcanhedonext?Hecan'tpossiblytopthatone.'Andtheniput
onHighway61,andIlaughedandsaidit'ssoridiculous.It'simpossibly
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good.Itjustcan'tbethatgood-Howcanabumanminddothis?The
5
writingwassorichIjustcouldn'tbelieveit.'
しかし全ての人たちがOchsのように反応したわけではない｡その時までに
DylanはWoodyGuthrieの方法論を60年代前半の社会的状況に適用したsong-
writerでありpoetであると認められていた｡事実,彼の書いた"Blowin'in
theWind"は1963年,公民権運動のunofficialanthemとして歌われたし,そ
の級も,"Times,TheyAreA-Changing"のような優れた topicalprotest
songを数多く発表した｡それ故にprotestsingerとしての彼のimageが強す
ぎ,難解な象徴主義的な言葉に満ちた,politicalcauseからは大きく隔たった
"LikeaRolingStone"を受け入れることのできなかった者たちもいたの
である｡
Dylanの変身に対する否定的な反応が点も率直に,露骨な形で噴出したのが
1965年7月のNewPortFolkFestivalである｡その時彼はPaulButterfield
BluesBandと一緒に登場し"Maggie'sFarm"と"LikeaRolingStone"
を演奏した｡Dylanを自分たちのspokesmanに祭り上げておきたかったいわ
ゆるfolkpuristたちは,acousticguitarではなくelectricguitarを持って彼
らが毛嫌いするrockを演奏する彼を容認することができなかった｡局声の野
次の中,彼は目に涙を浮かべてステージを下りたと言われている｡
Dylanがpoliticalなprotestsongを書かなくなったのは1965年になってか
らではない｡その時期は,彼の3rdalbum,Times,TheyAT.eA-Changingの
recordingが完成 した1963年10月から,4thalbum,AnotheT･SideofBob
Dylanが録音された1964年6月までの問であると推測することができるoDylan
はNatHentoffにATWtherSideに関して次のように語っている- "There
aren'tanyfinger-pointingsongsinhere.Me,Idon'twanttowrite
forpeopleanymore.Youknow-beaspokesman.FromnowonIwant
6
towritefrominsideme-"
protestsongの最高のalbumであると言っても過言ではないTimesから,
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protestsongが一つも収められていないAnotheT･Sideまで僅か半年しか経っ
ていない｡自らに付けられたレッテルを剥がそうとする意図も働いたであろう
が,この間に,Dylanにprotestsongを書くことを蹄拷させるようなでき事
が起こったに違いない｡Goldbergは- "ItwasatthispointthatDyla,n
waspreparlngtObecomeanartistintheZensense;hewassearching
forthecouragetoreleasehisgrasponalthelayersofdiscriminations
thatgivesusmeanlng,butbyvirtueoftheirinevitablysettingusapart
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from thelifeflow,precludeour salvation:'と述べ,この時期に於ける
Dylanの急激な変化に言及している｡筆者もかつて ｢恐らく,1964年前後に
彼は何らかの宗教的体験,内的開悟の神秘主義的体験を持ったように思われ
8
る｣ と書いたことがある｡
多くの当時の Dylanを知る人たちの証言から推測できることは,この大き
な変化,見方によっては,宗教的体験とも言えるような転回,をもたらしたで
き事は JohnF.Kennedyの暗殺である｡周知の通り Kennedyは1963年11月
22日にテキサス州ダラスで凶弾に倒れたが,それは Timesの録音が終わって
から約-カ月後のことであった｡
この事件が Dylanに与えた影響は,その後の彼の作品に於ける急激な変化
を理解する上で不可欠であると思われるので,当時彼の身近にいた3人の証言
杏,少々長くなるが引用することにする｡
ErieAndersen- 'Youcan'tseparateDylanfromhistoryinthesense
ofwhatwasgoingdown,thewayhereactedtoachainofevents.The
firstbeingKennedy'sdeath;Ithinkthatgothim outofpolitics.He
mightevenhavehadfearsofassassinationhimself,beingthecenter
9
ofattentionandsaylngthekindofthingshewassaylng."
PhilOchs- "Iwasovercomewithit.Year,thatfeelingwasevery-
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where.Iwasalmostdestroyedwiththatverysamething.You'resticking
yourneckout,apublicfigure,andthere'sa.nobviousfear.You're
politicalandobviouslythebadguysareonthelooseandmaybegonna
kilanybodywho'soutfront,andyougotscared.Bobnevertalked
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aboutit,butitwasthere."
RobertShelton- '-WhenthecoverofEsquire'sl965colegeissue
showedacompositedrawlngOffolrStudentheroes- Kennedy,Malcolm
X,CheGuevara,andDylan- wethoughtBobmightonedayjointhe
l
otherthreeinviolentdeath."
Kenndyが暗殺された時､彼は managerの AlbertGrossmanの事務所
へ向かっていた｡彼はそのニュースを Grossmanの事務所のテレビで見た｡
その次の日彼は予定されていたコンサートを"Times,TheyAreA-Changing"
から始めたが､その時の気持ちを,彼は次のように述べている｡ "Ithought
W`ow,bowcanIopenwiththatsong?Ⅰ'1getrocksthrownatme.'
Thatsongwasjusttoomuchforthedayaftertheassassination-i
know Ihadnounderstandingofanything.Somethinghadjustgone
haywireinthecountryandtheywereapplaudingthatsong.AndIcouldn't
understandwhytheywereapplaudingorwhyIwrotethatsong,even.
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Icouldn'tunderstandanything."
Dylanのこの言葉からわかることは,彼がKennedyの暗殺によってintimi-
dateされてしまった言とうよりも,その不条理さに圧倒されてしまったとい
うことである｡恐らく彼自身,身の危険を感じたことは疑いないが,protest
songを歌うことを放棄するほどには恐怖感に打ちのめされたわけではない｡
1965年5月のイギリス･ツアーで,"Times'や"TheLonesomeDeathof
HattieCarroll"を歌っているのである｡しかしこの非劇的な事件が彼の内面
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に大きな変化をもたらしたことは確かなことであり,以後,彼の作品は"finger-
pointing"なprotestsongからsoul-searchingで poeticな作品に変わって
いく｡
Kennedy暗殺以後の作品は,経済的,物質的には豊かではあるが,不安と不
条理に満ちた アメリカ,特に,urbanAmericaを象徴主義的な方法で描写す
ることによって,それ以前の作品よりも芸術性を増し,聴衆に訴える,より普
遍的な力を獲得したように思われる｡事実,この時以後の作品は,僅かなfolk
puristの支持は失いはしたが,当時のアメリカの時代精神に訴え,多くの共感
者- 特にKennedyの暗殺に代表されるアメリカの混乱や閉塞感を敏感に感
じ取っていた若者- を獲得した｡
Dylanの作品に変化をもたらした外的な原因が- 当然,その原因が一つ
だけであったとは考えられないが- Kennedyの暗殺だとしたら,その変化
に伴う表現方法,つまり詩法の方向を定めたものは何であっただろうか｡
この頃の Dylanの作品が Blake,Browningそして で.S.Eliotの影響
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を受けているということはすでにMichaelGrayによって指摘されている｡
しかし,Highway61Reuisitedに関する限り,その中の作品と,そのlinernote
に見られる複雑なimageryや,意識の流れを前後の脈絡なしにモザイク的に
綴っていく方法に於て,この時期の Dylanには T.S.Eliotの影響が最も
強く感じられる｡特に D`esolationRow"は,定着している日本語訳のタイ
トルは ｢廃虚の街｣となっているが,｢荒地｣と訳しても不自然ではないとい
うことからも,この時期の Dylanが Eliotに関心を持っていたことがわか
る｡また,"DesolationRow"の九連では T.S.Eliotの名前が直接出てく
る｡
AndEzraPoundandT.S.Eliot
Fightinginthecaptain'Stower
WhilecalipsoslngerSlaughatthem
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Andfishermenholdflowers
前述したイギリス･ツアーで"Talkin'WorldWarⅡBlues"を歌った時も,
"AbrahamLincolnsaidthat."の部分を"T.S.Eliotsaidthat.'に変
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えて歌ったのである｡
以上,Dylanの作品の変化をもたらした主の要因- Kennedyの暗殺とT.S.
Eliot一 について述べてきたが,次に"LikeaRolingStone"について考察
することにしよう｡
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"LikeaRolingStone'の全ての登場人物は,登場順に- MissLonely
と呼ばれる"you",彼女から小銭を投げてもらう"bums",彼女に"Beware
dol,you'rebounrdtofal."と警告する p`eople",彼女がかつて笑い物に
していた"everybodythatwashangingout","mysterytramp',"jug一
glersI:"clowns':彼女がかつて一緒にchromehorseに乗った"diplomat',
'prlnCeSSOnthesteeple","altheprettypeople","Napoleoninrags"
- である｡そして当然,作品の中には登場しないが,Miss Lonelyに語り
かけるnarratorがいる｡
MissLonelyはこれらの様々な人物とどのような関係を持っているのだろ
うか｡
Onceuponatimeyo†ldressedsofine
Youthrewthebumsadimeinyourprlme,didn'tyou?
People'dcal,say,"Bewaredol,you'rebolndtofal'
Youthoughttheywerealkiddingyou
Youusedtolaugh about
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Everybodythatwashangingout
Nowyoldon'ttalksoproud
Abouthavingtobescrounglngforyournextmeal
この一連から分かることは,MissLonelyは,かっていい服をきて,浮浪者
にお金を恵み,また同時に,当てもなくさ迷い歩いているような人たちに対し
て冷笑的な態度を取っていたということである｡現在の彼女は落ちぶれてしまっ
て,次の食事もままならない境遇に置かれている｡｢気をっけろ,いつかはきっ
と落ちるぞ｣と言われていたことが現実になったのである｡
"LikeaRolingStone'は四連からなる作品であるが,いずれも一連と同
じく,前半で彼女がかつていた世界を,後半で彼女の現在の世界を描写してい
る｡二速以下から,彼女がかつて属していた世界が連想できる部分を抜き出し
てみよう｡
二連 :"You'vegonetothefinestschool"
"Nobodyhasevertaughtyouhowtoliveonthestreet"
三速:"Youneverturnedaroundtoseethefrownsonthejugglers
andtheclowns/Whentheyalcomedownanddidtricksfor
〟
yOu
'Youusedtorideonthechromehorsewithyourdiplomat/
WhocarriedonhisshoulderaSiamesecat"
四連 : P`rincessonthesteepleandaltheprettypeople/They're
drinking,thinkingthattheygotitmade/Exchangingalkinds
ofpreciousgiftsandthings'
各連の前半の部分で描写されている世界は,明らかにアメリカの豊かさを享
受している人たちが住む世界である- きれいな服を着,慈善事業にはすすん
で参加し,一流の大学に行き,社会的地位の高い恋人とデートをし,自らの物
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質的成功に満足している,あるいは,満足していると自らを納得させようとし
ている人々の住む世界である｡
一方,MissLonelyが現在住む世界は,そのような社会からdropoutした,
あるいは dropoutすることを余儀なくされた人たちが住む世界である｡
"bums"や"everybodythatwashangingout'や"Napoleoninrags"
等の imageryからわかるように,物質的な豊かさとは無縁の人々である｡そ
して,MissLonelyが自ら望んでこの世界に入って来たのではないというこ
とは,一連の"Bewaredol,youYeboundtofal"と警告する"people"に
対して,"Theywerealkiddingyou"としか考えず,本気に受け止めてい
なかったと思われる部分と,二速の"Andnobodyhasevertaughtyouhow
toliveonthestreet/Andnowyoufindoutyou'regonnahavetoget
usedtoit"のところから推測できるO
それでは,この二つの世界- ｢アメリカの夢｣が実現しているように見え
る世界と,その夢の陰画の世界- のいずれに,MissLonelyに語りかける
narrator(Dylan)は属しているのだろうか｡この作品に対して､正反対とお
もわれる解釈がなされてきたのは narratorの位置づけが異なっていたからで
ある｡
彼が前者の世界に属していると考える場合には,彼は,落ちぶれてしまった
昔の知人に,"Didn'tIwarnyou?"と,冷笑的に,非難の気持ちを込めて語っ
ていることになる｡しかし,この作品のどこにも,彼が,"diplomat"をはじ
め,この世界に住む人々に共感を示していると感じられるところはない｡むし
ろ彼は"juggler"や"clown'に共感を持っているのではないか｡そのことは,
三速の"Youneverturnedaroundtoseethefrownsonjugglersandthe
clowns/Whentheyalcomedownanddidtricksforyou"の二行から
感じられる｡｢手品師｣や ｢道化師｣が芸をして見せた時,MissLonelyは,
彼らの内面の悲しみや苦悩を見抜くことができなかった｡彼女に,｢芸が終わっ
た後の彼らの苦渋に満ちた顔を見るために振り向こうとしなかったじゃないか｣
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と語りかける narartorは,どちらかと言えば,後者の世界に属しているよう
に思われる｡少なくとも,彼は,MissLonelyが ｢落ちぶれた｣ことを賞賛し
ないまでも非難したり,憐れんだりもしていない｡
しかし,彼が後者の世界に完全に属していて,そこからもう一方の世界を否
定的に眺めているとは考えられない｡Dylanがかつて protestsongを書か
なくなった頃,PhilOchsに次のように語ったと伝えられている｡ T`hestuff
you'rewritingisbulshit,becausepoliticsisbulshit.It'salunreal.The
onlythingthat'srealisinsideyou.Yourfeelings.Justlookatthe
worldyou'rewritingaboltandyou'lseeyou'rewastingyourtime.
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Theworldis,wel-justabsurd."この言葉は,PhilOchs個人へ向けされ
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たものであると誤解されかねないが,彼が否定しているのは Ochs個人では
なく,世界を二元的にとらえようとすることなのである｡
Kennedyの暗殺を境に,finger-pointingに相手を中傷する作品を書かなく
なった Dylanが,再びここに於て,世界を二元的にとらえ,一方の側に自ら
を限定するようなことはしないだろう｡彼は,恐らく,前者の世界よりも,級
者の世界に住む人々に共感を覚えながらも,彼らと自らを同一視しているわけ
ではない｡ そこのところの経緯が,BringingltAlBachHomeの "Love
MinlS/ZeroNoLimit"に謎めいた言葉で表されている- "Sheknows
there'snosuccesslikefailure/Andthatfailure'snosuccessatall."
narratorは,いずれの世界にも属さない立場からMissLonelyに語りかける｡
それは彼にとって"unreal"で"absurd"でないところ,つまり,上述のDylan
の言葉を繰り返せば, "insideyou"であり,"Yourfeelings"である｡重
要なのは対立する世界のどちらに属しているではなく,どちらに属していよう
とも,いかに感 じているかということである｡ だか らこそ, "Likea
RolingStone"の各連に続くコーラスの中で,"Howdoesitfeel?"という
言葉が繰り返されるのである｡
しかしながら,この作品がMissLonelyに対する"asongofhatred,bitter-
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ness,revenge'であると考えられてきたのは理由がないわけではない｡中間
韻がmachinegunのように繰り返される言葉を,叩きつけるように歌うDylan
の歌い方は,確かに,非難しているように聞こえないことない｡WilfridMelers
は,この歌の originalversionは"agleefulsongofrejection"であったが,
1978年の武道館 Versionは"apowerful,almosthymnicpaean"に変化し18
ている,と述べているが,｢拒否の歌｣が ｢賛歌｣に変わることができるのは,
言葉そのものの中に ｢拒否｣が含まれていないからである｡
それでは,この作品の主題はなんであろうか.この間に対する答えは High-
way61Reuisitedの linernoteに隠されているように思われる.この liner-
noteは,意識の流れをそのまま綴ったような長い文章であり,極めて難解な
ものである｡その中に,"-whentheCreammetSavageRose&Fixable,he
wasintroducedtothem bynoneotherthanLifelessness- Lifelessness
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istheGreatEnemy&alwayswearsahipguard- heisveryhipguard‥"
という部分がある｡意味有りげないくつかの固有名詞が何を指しているかわか
らないが,これらの数行から理解できるのは"LifelessnessistheGreatEne-
my.'ということである｡この 1ifelessnessという言糞は"DesolationRow"
の四連にも出てくる｡lifelessnessという■ものを Dylanが,どのように考え
ていたかということを理解するために,四連全体を引用してみよう｡
NowOphelia,she†s'neaththewindow
ForherIfeelsoafraid
Onhertwenty-secondbirthday
Shealreadyisanoldmaid
Toher,deathisquiteromantic
Shewearsanironvest
Hersinisherlifelessness
Herprofession'sherreligion
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Andthoughhereyesarefixedupon
Noah'sgreatrainbow
Shespendshertimepeeking
IntoDesolationRow
この作品の一連の imagery- 絞首刑の絵葉書,茶色に塗られているパス
ポート,水夫でいっぱいの美容院,サーカス,盲目のコミュショナ一,綱渡り
の曲芸師,出動したくてうずうずしている機動隊- は,"LikeaRoling
Stone"にも増してこの現実の世界の喧嘩と不条理さを描き出している｡その
世界にあって,Opheriaの罪はlifelessnessなのであり,同様にMissLonely
の罪もlifelessnessなのである｡narratorによって否定されているのは,い
ずれの世界に属しているかではなく,Lifelessness- どちらの世界に属して
いようとも- なのである｡
重要なのは"feel"である｡どんな風に感じているか,である｡いい服を着
て,いい学校へ行き,金持の恋人とつき合うことが lifelessnessでありえるよ
うに,ぼろを着て,次の食事をどうしようかとさ迷い歩くことも lifelessness
でありえる｡どちらの世界に属しているかは問題ではない｡問題は,自らの置
かれている情況の中で,どれだけ 1ifelessnessから自由でいられるかである｡
3
Dylanの言うlifelessnessとは何かということ杏,T.S.Eliotの The
WasteLandの二章に登場する女性と MissLonelyと比較しながら考えて
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みたい｡西脇順三郎によって ｢あの女｣と訳されている "she'は Miss
Lonelyと多くの共通性を持っている｡
TheWasteLandの二章は"AGameofChess"というタイtJレがつけら
れていて,次のように始まる｡
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TheChairshesatin,likeaburnishedthrone,
Glowedonthemarble,wheretheglass
Heldupbystandardswrougtwithfruitedvines
FromwhichagoldenCupidonpeepedout
｢磨かれた玉座のように,大理石の上で輝くあの女 (ひと)の座る椅子｣ ｢葡
萄の蔓の飾りのついた脚によって支えられている姿見｣等の描写から,Miss
Lonelyがかつて住んでいたアメリカ的豊かさの世界とは少々雰囲気を異にす
るが,｢あの女 (ひと)｣の豊かな貴族的な生活を窺うことができる｡さらに
数行にわたって彼女の生活の優雅さが措かれるが,突然に不吉なimagery-
｢かき乱された格子の模様｣｢鋼と一緒にくべられて燃える流木｣ ｢悲しげな
明かりの中を泳ぐ彫り物のイルカ｣｢野蛮な王に犯されてナイチンゲールに化
身したフイロメラ姫の絵｣ ｢朽ち果てた切り株｣- が,前の部分の豊かで優
雅なイメージの上に,幻燈機で投影されたかのように overlapしてくる｡彼
女の生活が決して問題のないものではないことが暗示される｡
さらに場面は急回転し,情交の後と思われる会話に変わる｡その中に,次の
ような問答がある｡
"Whatareyouthinking?Whatthinking?What?
Ineverknowwhatyouarethinking.Think."
∫thinkweareinrats'aley
Wherethedeadmenlosttheirbones.
｢死んだ者たちが骨をさらわれる鼠のいる路地にいる｣と考える彼らはまさに
MissLonelyだ｡物質的な豊かさの中にいながら｢鼠の路地｣にいるような
気分で生きている｡さらにいくつかの問答の後に,"Areyoualive,ornot7
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Isthereanythinginyourhead?"という問がなされる｡ ｢生きているか死
んでいるかわからない生活｣一これ以上にlifelessnessの定義として適切なも
のはないだろう｡｢あなたは頭の中には何も入っていないの?｣に対する答えは,
"000thatShakespeherianRag- /It'ssoelegant/Sointelingent"
である｡Shakespeareanを Shakespeherianと少々大げさに戯けた調子で発
音することによって,シェークスピア的ラグタイム･ミュージックという混沌
とした無意味性を示唆するimageryが増幅されている｡頭の中にはシェーク
スピア的ラグタイム･ミュージックが詰まっているということは,何も入って
いないということである｡
次に ｢どうしようか｣という問が now,tomorrow,everという三つの異
なる副詞を伴って繰り返される｡最初の問の主語は一人称単数で,"What
shalldonow?"と問われる｡そして自ら答える- ｢このまま飛び出して,
道を歩こうか｡髪を垂らしたままで｣｡無目的性,無計画性がよく表わされて
いる｡さらにその人物が主語を一人称複数に変えて "Whatshalwedo
tomorrow?/Whatshalweeverdo?"と繰り返し問う｡今何をしていいか
さえわからないのに,明日何をしたらいいかわかるはずもない｡だから ｢明日
何をしましょうか｣という問いに続いて,everを使い,｢一体何をしたらい
いんでしょうか｣と問う｡その答えはその問いの中に隠されている｡すること
は何もないのである｡することが何もない生活｡結局,同じこと- 退廃した
生活の無意味な時間- の繰り返し｡lifelessnessそのものである｡だから次
のような答えが返ってくる｡
Thehotwateratten
Andifitrains,aclosedcaratfolr
Andweshalplayagameofchess
Pressinglidlesseyesandwaitingforaknockuponthedoor
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朝のうちから風呂に入り,雨が降ったら,午後には車で外出｡それでも時間を
持て余したら,チェスを一勝負しようか,というのであるO結構な生活のよう
に思われるが,4行目に至って,彼らがその生活に満足していないということ
が明らかにされる｡そこのところは,西脇訳では,｢眼をみはって,戸にノッ
ql
クがあるまで待ちながら｣,福田/森山訳では, ｢まんじりともしないで, ド
2
アのノックを待ちながら｣ となっている｡lidlessは ｢寝ずに見張る,油断な
く警戒する｣ (ランダムハウス英和辞典)という意味であるから,｢退屈な余
り閉じそうになるまぶたを (眠ってしまわないように)指で押しながら｣とい
う意味であろう｡同じことの繰り返しで退屈しきってはいるが,それでも何か
を期待して生きていることが"waitingforaknockuponthedoor"からわ
かる｡
"LikeaRolingStone"のMissLonelyも同じように,kicksつまりen-
tertainmetを他人から与えられることを期待して生きていたということが,
"Youshouldn'tlettherpeoplegetyourkicksforyou."によって示唆さ
れている｡
以上,Dylanが,"LifelessnessistheEnemy.","Hersinisherlife-
1essness."と言う時の lifelessnessを理解するために,TheWasteLandの
｢あの女｣とMissLonelyを比較して考えたきたが,lifelessnessには少なく
とも二つの要素が含まれて入るように思われる｡即ち,一つは,退廃した生活
に倦み疲れ,生きているか死んでいるかわからないような生活であり,もう一
つは,主体的に自らの生を生きようとするのではなく,常に受動的に行侍を期
待しながら生きている精神構造である｡
4
それではこの lifelessnessからの救済は可能なのだろうか｡
西脇は TheWasteLand二章の前半部分は ｢上流の有閑マダムの感覚的な
生活を措いて近代の荒地の一面を示している｡しかしそのテーマはやはり死と
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復活の問題である｣ と述べている｡さらにその最終章では, ｢キリスト教と
24
仏教の考えにより人間が復活する｡永遠の喜びの復活を意味する｣ と述べて
いる｡しかしそれは決して彼女が復宿したことを意味してはいないだろう｡む
しろ,｢救いについては明瞭な解答は与えられず,すべてを将来に託した形で
25
終わっている｣ と考えた方が正しいだろう｡最終章の最後の部分は次のよう
になっている｡
Isatupontheshore
Fishing,withthearidplainbehindme
ShalIatleastsetmylandsinorder?
LondonBridgeisfalingdownfalingdownfalingdown
Pois'ascosenellocochegliaffina
Quandofiamutichelidon- 0swalowswallow
LePrinced'AqultainealatouT･abolie
ThesefragmentsIhaveshoredagainstmyruins
Whythenlefityou.Hieronymo'smadagaine.
Datta.Dayadhvam.Damyata.
Shantihshantihshantih
ここからは ｢永遠の喜びの復活｣は感じられない｡むしろ ｢不毛の平原｣｢落っ
こちる｣｢廃城の塔｣｢身の破滅｣｢気が狂った｣等の表現から感じられるのは
絶望である｡最後から二行目にサンスクリットで"Datt.Dayadhava,m.Da-
myata.'(施せ｡憐れめ｡制御せよ｡)とあるが,これは五章の最後の部分の
直前に,それぞれ数行を伴って出てくる｡最初の Datta(施せ)の後の数行
から,なぜ人間がこのような状態に陥らなければならなかったかがわかる｡そ
27
れは ｢老いの分別をもってしても-制し得ない｣ 欲望である｡そしてその結
果は Dayadhvam (憐れめ)の後の数行で説明されるように,人間は一人ひと
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り鍵の掛けられた個室に自らを兄い出だすことになる｡三番目の Damyata
(制御せよ)の後に,救いの可能性が僅かに示唆される｡
Damyata:Theboatresponded
Gaily,tothehandexpertwithsailandoar
Theseawascalm,yourheartwouldhaveresponded
Gaily,wheninvited,beatingobedient
Tocontrolinghands
しかし,船は,｢帆と権を巧みに操作する手｣に喜んで反応したが,｢あなたの
心｣は,原文の wouldhaverespondedからわかるように,まだ反応してい
ない｡救済にはまだ届いていない｡｢あなたの心｣はまだ ｢生でも死でもない
どちらかといえば死に近い,天国でも地獄でもないがどちらかといえば地獄に
28
近いような｣ 状態にある｡可能性としての救済は示唆されているが,｢心｣は
依然として,不安と混沌に満ちた状態の中にある｡
その示唆されている救済は,西脇の言う如く｢キリスト教と仏教の教え｣の
中にあるとは思えない｡原註によれば,"Datta.Daydhvam.Damyata.'は
Brihadaranyaha-Upanishadに基づいているが,これらの教えは,表現方法
が少々異なっているかもしれないが,キリスト教や仏教の中にも兄い出だすこ
とができる｡しかし,｢施せ｣｢憐れめ｣｢制卸せよ｣という三つのサンスクリッ
トの言葉が言おうとしていることは,常に誰かがドアをノックするのを待って
いるような受動的なlifelessな生き方,外部からの働きかけに対するreaction
の生き方ではなく,主体的に外部にかかわっていくactionの生き方の中に救
済があるということなのではないだろうか｡
｢巨=こは目を,歯には歯を｣は,まさに reactionであり,外部からの働き
かけに対する反応である｡主体は外部にある｡しかし,右の頬を打たれた時,
左の頬を向けることができれば,下着をも取られた時,上着を与えることがで
34
きれば,-マイル行くように強いられた時,二マイル行くことができれば,主
客は転倒する｡左右,上下,一二という二元を越えているのである｡
まさに"LikeaRolingStone"のMissLonelyの救済もそこにかかって
いる｡lifelessnessは,彼女がかつていた豊かで華やかな生活の中にも,現在
の落ちぶれた生活の中にもありえる｡一つの側からもう一つの側へ移ることに
よって lifelessnessから逃れることはできない｡それは場所ではなくmental
attitudeだからだ｡だから ｢転がる石のようである｣ことを,単に,物質的な
生活からdropoutして路上に生きることと理解するならば,Dylanの真意
から大きく離れることになる｡
Howdoesitfeel
Howdoesitfeel
TobeonyolrOWn
Withnodirectionhome
Likeacompleteunknown
Likearolingstone?
各連の終わりの部分で,narratorはこのように問う｡Howdoesitfeel?が
｢3｢
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は -p -と歌われている. つまり,feelを極端に伸ばすことによって,nar-
ratorは MissLonelyに,Tobeonyourownつまり,自分自身であるこ
と,一人ばっちであることは,どんなふうに ｢感じる｣のかと迫っているので
ある｡以前の彼女は常に富や教養や名声に身を隠し,決して自分自身と向き合
うことがなったのである.さらに,TobbonyourownにWithnodirection
home,.Likeacompleteunknown,Likearolingstoneの三つの副詞句が
かかってくる｡｢家に帰る方向も失われ｣(慣れ親しんだものから離れ),｢全く
無名な者のように｣(全く新しい自分として),｢転がる石のように｣自分白身
35
であるのはどのように感じるのかと問うのである｡
しかし,narratorはこの問いを問うことによって,彼女から答えを期待し
ているわけではない｡もし何らかの答えが返ってきたら,彼女は結局reaction
の世界にいることになる｡この問いは,彼女に (narrator自身に,そして
listenerに)気づかせるために,feelさせるために発せられているo
鈴木孝夫は"Arolingstonegathersnomoss."(転石苔を生ぜず)とい
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う諺を肯定的に受け取る文化と,否定的に受け取る文化があると指摘した が
"LikeaRolingStone'の chorusの部分も肯定的にも否定的にも受け取
ることができる｡しかしこの問いはMissLonelyを肯定もしなければ否定も
していない｡なぜなら,この問いは公案のように,logicalな答えを期待して
いるわけではないからである｡もしそれが否定的,攻撃的に響くならば,それ
は相手を殺そうとする攻撃ではなく,相手を生かそうとする攻撃,相手に気づ
かせようとする攻撃である｡直日の打ち下ろす警策の如き攻撃である0
禅の修業は飢えている子どもから食を奪い,貧しい農夫の牛を追い払うよう
なやり方で,人工的に修業者を極限状態に追いっめ,超二元的な体験を引き起
こさせる,と言われるが,この"Howdoesitfeel?'はまさに参禅に於ける
師家の刃のような問いである｡
"LikeaRolingStone"に於ても lifelessからの救済の答えは,The
wasteLand同様与えられていないo可能性して示唆されているだけである｡
与えられた答えは答えではないのだから｡MissLonelyはその答えを自分で
見つけださなければならない｡
5
『20世紀全記録』によれば,イギリスに於て第一次産業就業者が10%を切る
のは1910年代で,その段階にアメリカが到達するのは1950年代である｡日本は
1910年代には60%,1950年代には50%弱,1980年代になってようやく10%に達
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したo TheWasteLandが発表された1920年代のイギリスと,TheHighway
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61Bet)isitedが発表された1960年代のアメリカには,いくつもの点に於て共
通性があるように思われる｡第一次産業就業者のパーセントからも推測できる
ように,工業化,都市化が進み,経済的,物質的に豊かな社会になった｡また,
イギリスの場合は二つの世界大戦の,アメリカの場合は朝鮮戦争とベトナム戦
争のはざまにあった｡1990年代のわが国は,イギリスとアメリカがかつて直面
した問題- 経済的豊かさや ｢戦争｣によってもたらされる不安や精神的荒廃
- に直面しているように思われる｡
BobDylanの最も新しい album,UndertheRedSky(1990年7月)全体
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に流れる通奏低音は閉塞感である｡ 特に最後の曲 "Cat'sintheWell'は
"Thecat'sinthewel,thewolfislookingdown"という-行目から,袋
小路に追い込まれた現代の情況が alegoricalyに表現されているように思わ
れる｡その最終連は:
Thecat'sinthewel,theleavesarestartingtofal
Thecat'sinthewel,theleavesarestartingtofal
Goodnight,mylove,maythelordhavemercyonlSal
となっている｡この猫は生きているのか死んでいるのか定かでないが,落葉は
猫の死体の上に落ちているように感じられる｡やがて全ては落葉で覆いっくさ
れてしまうだろう｡最後の, ｢神の恵が私たちみんなの上にありますように｣
は希望というよりは絶望の表白である｡
T`heCat'sintheWel"は,今,人類が置かれている追いっめられた状
況を暗示しているように思われるが,"Unbelievable"という作品の中には,
Dylanの意図ではないかもしれないが,日本のことに言及しているのではな
いかと読み取れる部分がある｡一連の"Yougonorthandyougosouth/
Justlikebaitinthefish'smouth"という魚の口の中で右往左往する餌
(虫)のイメージは,経済的豊かさを求めて世界中を駆け回る日本人と現代の
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日本が置かれている閉塞感を表わしているように思われる｡さらに二速では,
T`heysaiditwasthelandofmilkandhoney/Nowtheysayit'sthe
landofmoney"と,金 (かね)によって全てが支配される社会になってし
まったことを嘆き,さらに"It'sunbelievableyo†lCangetthisrichthis
quick"と嘆いている｡しかし,｢こんなに急速に大金持ちになってしまった｣
ことに信じ難い思いをしているのはむしろ日本人の方であろう｡
第二次世界大戦前の大英帝国に変わって,戦後,圧倒的な経済的優位さを有
していたのはアメリカであったが,今や,日本がアメリカのその地位を脅かし
始めている｡しかしそれと同時に,日本に於ては,経済的豊かさに反比例して,
精神的荒廃が,特に若者の間に,急速に進んでいるように思われる｡生きてい
るのか,死んでいるのかわからない,常に受動的にexcitementを期待して生
きているMissLonelyが増えている｡そのlifelessnessからの救済は The
WasteLandや"LikeaRolingStone"の場合と同じように,どこにも与
えられていない｡その答えはただ ｢風に舞っている｣だけである｡あるいは,
もうすでに ｢猫｣は ｢井戸の中｣に横たわっていて,その上には ｢落葉が散り
始めている｣のかもしれない｡
注
AllyricsbyBobDylaninthispaperarequotedonlyasnecessarylnthe
contextofcriticalanalysis.
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